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《お知らせ》 

報道関係各位                                                  2016年 11月 21日 

味の素株式会社 

アミノサイエンス統括部アミノインデックスグループ 

 

 

 

 

 

 

 

味の素株式会社（社長：西井孝明 本社：東京都中央区）は、“食”と“健康”、そして明日のより良い生活に貢献す

るという理念のもと、1 回の採血で複数のがんリスクスクリーニングができる検査であるアミノインデックス®がんリスクスクリーニング

（AICS®）を開発しました。そこで、2016年 10月末に全国 20歳以上の男女 8,564人を対象に『がんの予防意識』に

関する調査を実施致しました。 

■調査結果の主なポイント 
 がん予防の対策が必要と認識している人は約９割と多いが、実際に対策をしている人は約３割にとど

まる 

 がんは怖い病気だが、早期発見で対処できると認識している人は約 8割と多い 

 がん予防への意識は半数以上で近年高まっている。実際にがん検診を受診したきっかけのトップ３は

「体の不調」「健診でがん検査が必要との判定」「自治体からの案内」。具体的な何かが無いと、なか

なか検診受診に踏み出せない状況がうかがえる 

 がん検診の受診頻度について、約 7割の人が「1年に 1回以上」受診するべきと回答。実際に受診し

ている頻度については、約 4割の人が「全く受診していない」と回答。理解と行動にギャップがある 

 全体の約８割の人が、がん検診を受けて欲しい人がいると回答。特に既婚者では約 8 割が「配偶

者・パートナーに受診してほしい」と身近な人を思いやる意識が強い。一方で実際に受診を勧めた人は

半数以下にとどまり、行動に移せていない実態が明らかに 

 

“互いに勧め合う”が、「がん検診」受診率向上に！？ 

2012年 6月に策定された「がん対策推進基本計画」では、「5年以内にがん検診受診率 50％（胃、肺、大腸は当面

40％）」が掲げられていますが、この目標を達成するのは容易ではありません。 

こうした現状に対して、足利工業大学看護学部学部長で日本人間ドック学会副理事長の山門實先生は「今回の調査の

結果、がん検診の受診に対して消極的かつ受身な傾向がみられるなかで、身近な人が大事な人にがん検診を受診するよう

働きかけることで、がん検診の受診率が向上する可能性があることが示唆されました。夫から妻へ、妻から夫に対して、がん検

診をするよう働きかける何らかのきっかけを作ることが有効かもしれません。健康こそが家族の財産です。」と述べています。 

 11 月 22 日（いい夫婦の日）や結婚記念日、誕生日といった記念日、お祝いなどの際にパートナーや家族など身近な人

に「健康を贈る」ということで健康診断をギフトとして贈る動きも出てきています。身近な人とこれからを想い合い、がんのことを話

題にし、互いにがん検診受診を勧め合うことが、がんの早期発見につながる可能性があります。 

 
 
 
 
 

【全国 8,564人に聞いた「がん予防」に関する意識調査】 

伸び悩む「がん検診」受診率・・・「自分はいいけど、夫・妻には受けてほしい」！？ 

既婚者の約 8割が「配偶者・パートナー」に「がん検診を受けてもらいたい」と回答 

実際に勧めたことがある人は、そのうち半数以下にとどまる実態が明らかに！ 

~記念日には検診をプレゼント！？ 

ついつい後回しになってしまう「がん検診」は夫婦で受診のきっかけづくりに！~ 

11月 22日は「いい夫婦の日」！ 

<<調査概要>> 

調査方法：インターネット調査 

実施期間：2016年 10月 21日～10月 25日 

調査対象：全国 20歳以上の男女 8,564名 

（20代 1,009名、30代 1,290名、40代 1,536名、50代 1,296名、60代以上 3,433名） 
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主な調査結果 

 【理想と現実が乖離】 

がん予防の対策が必要と認識している人は約９割と多いが、実際に対策をしている人は約３割にとどまる 

「がんを予防するには対策が必要」（とても重要、まあ重要）と認識している人は 92.7%【表１】いる一方で、実際にがん

を予防するために何らかの対策をしているという人は 33.2%【表 2】という結果になりました。 

 

 

 

                                              

 

がん予防対策では、最多は、男女とも「定期的に健康診断を受ける」。２位は男性が「適度な運動をする」、３位は「喫煙を

控える」といった行動に関するものだったのに対し、女性は２位が「野菜や果物は不足しないようにしている」、3 位は「栄養のバラ

ンスのよい食事をとる」といった食事に関連するものと、男女で違いがみられました。【表 3】。 

      

■

■ 【がんは対処できる、がん検診は早期発見に重要】 
がんは怖い病気だが、早期発見で対処できると認識している人は約 8割と多い 

がんの認識については、83.9%の人が「早期発見が大事だと思う」、82.1%の人が「怖い病気であると思う」、80.5％の人

が「がん検診は、がんの早期発見、早期治療につながる」と回答。がんは早期発見で治療できると認知されていました【図 1】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がんを予防するには対策が重要ですか 
 

とても重要だ 36.9% 

まあ重要だ 55.8% 

あまり重要ではない 6.4% 

全く重要ではない 0.9% 

がん予防で何か対策していますか 
 

対策をしている 33.2% 

対策をしていない 66.8% 

順位 対策 割合

1 定期的に健康診断を受ける 48.8%

2 野菜や果物は不足にならないようにしている 46.0%

3 他人のたばこの煙をできるだけ避ける 43.1%

4 栄養のバランスのよい食事をとる 42.9%

5 生活習慣病に気をつけている 42.0%

6 規則正しい生活をする 41.8%

7 適度な運動をする 41.6%

8 なるべくストレスをためないようにしている 40.9%

9 喫煙を控える 40.6%

10 十分な睡眠をとっている 38.3%

順位 対策 割合

1 定期的に健康診断を受ける 48.7%

2 適度な運動をする 43.4%

3 喫煙を控える 41.2%

4 野菜や果物は不足にならないようにしている 40.7%

5 規則正しい生活をする 37.5%

6 生活習慣病に気をつけている 34.9%

7 他人のたばこの煙をできるだけ避ける 34.9%

8 十分な睡眠をとっている 33.9%

9 栄養のバランスのよい食事をとる 31.8%

10 お酒の量を控える 30.8%

【表１】 がん予防に対策は重要か 

男性 女性 (n=1,241) (n=1,600) 

 

【図 1】 がんに対する意識・認識や行動について（複数回答） 

あなたの、がんに対する意識・認識や行動について、あてはまるものは？ 

(n=8,564) 

【表 3】 がんを予防するためにどんな対策をしているか～男女別の割合（複数回答） 

【表 2】 がん予防の対策をしているか (n=8,564) (n=8,564) 
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 【がん検診を受けるきっかけが必要】 

がん予防への意識は半数以上で近年高まっている。実際にがん検診を受診したきっかけのトップ３は「体の不調」

「健診でがん検査が必要との判定」「自治体からの案内」。具体的な何かが無いと、なかなか検診受診に踏み出せな

い状況がうかがえる 

がん検診の重要性について理解は深まっていると考えられ、がん予防に対する意識が高まったという人は全体で 53.0%【図

2】。その理由として高まった人の 62.1%が「がんに関する情報を目にする機会が増えたから」と回答しています【表 4】。 

 

 

 

 

 

 

実際にがん検診を受診したきっかけを聞いたところ、「体に実際に不調が感じられる時」（37.5%）、「健康診断で、

がん検査が必要と判定が出た時」（34.7%）、「自治体からの案内が来たとき」（29.7%）がトップ３となりました。体の異

常に加えて、検査受診の案内、がんに関する情報などがきっかけとなっていました【図 3】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 2】 がん予防に対する意識の変化 

【図 3】 どのような時にがん検診を受けようと思うか（複数回答） 

【表 4】 がん予防に対する意識が高まった理由 

あなたのがん予防に対する意識は過去数年で 

どのように変化しましたか 

(n=8,564) 

(n=4,532) 

(n=8,215) 

あなたはどのような時にがん検診を受けようと思いますか。 

1 がんに関する情報を目にする機会が増えたから 62.1%

2 身のまわりにがんになる人が増えたから 34.9%

3 年をとったから 32.4%

4 自身の健康状態に不安が出てきたから 21.7%

5 都道府県や自治体からの情報発信が増えたから 16.5%

6 健康診断の結果が悪かったから 6.6%

7 その他 2.2%

あなたは、なぜ過去数年間でがん予防に対する意識が高まったのですか

（複数回答）
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 【理解と行動にギャップ】 

がん検診の受診頻度について、約7割の人が「1年に1回以上」受診するべきと回答。実際に受診している頻度につ

いては、約 4割の人が「全く受診していない」と回答。理解と行動にギャップがある 

がん検診の受診頻度については、68.1%の人が「1年に1回以上受けるべき」と回答。一方でがん検診は「全く受診してい

ない」「受診する必要はない」という人が 41.3%を占め、がん検診に対する理解と行動にギャップがみられました【図 4】。 

 

 

何が改善されれば、よりがん検診を受診するかという設問では、多い順に「金額」（70.5％）、「受診までの手間」

（41.4%）、「所要時間」（37.0%）【図 5】。理解と行動にギャップがある背景にこれらの理由があると考えられます。  

 

 

 

 

 

あなたは、がん検診をどれくらいの頻度で受けるべきだと思いますか。 

また、実際にあなたはどれくらいの頻度でがん検診を受けていますか。 

あなたはがん検診について、 

何が改善されればより頻繁に受診したいと思いますか。 

【図 4】 がん検診をどれくらいの頻度で受けるべきだと思うか。また、実際にどれくらいの頻度でがん検診を受けているかの比較 

【図 5】 がん検診について、何が改善されればより頻繁に受診したいと思うか（複数回答） 

(n=8,564) 

(n=8,564) 
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 【既婚者が、がん検診受けてもらいたい 1位は「配偶者・パートナー」】 

全体の約８割の人が、がん検診を受けて欲しい人がいると回答。特に既婚者では約 8 割が「配偶者・パートナーに

受診してほしい」と身近な人を思いやる意識が強い。一方で実際に受診を勧めた人は半数以下にとどまり、行動に移

せていない実態が明らかに 

未婚者が、がん検診を受けて欲しい人の 1位は「親」（48.8%）、2位は「誰もいない」（36.8%）となった【図 6】一方

で、既婚者は、がん検診を受けて欲しい人の１位が「配偶者」（80.5%）と回答。未婚者と既婚者の意識の違いが明らか

になりました。既婚者で実際に「配偶者」にがん検診を勧めたことがある人は 45.6%と半数以下の結果でした【図 7】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの身近にいる人で、「がん検診」を受けてもらいたいと思う人は？ 

また、そのうち実際に「がん検診」の受診を勧めた人は？（未婚者） 

【図 7】 既婚者で、「がん検診」を受けてもらいたいと思う人、そのうち実際に「がん検診」の受診を勧めた人（複数回答） 

【図 6】 未婚者で、「がん検診」を受けてもらいたいと思う人、そのうち実際に「がん検診」の受診を勧めた人（複数回答） 

(n=2,837) 

(n=5,727) 

あなたの身近にいる人で、「がん検診」を受けてもらいたいと思う人は？ 

また、そのうち実際に「がん検診」の受診を勧めた人は？（既婚者） 
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配偶者にがん検診を受けてもらいたい理由としては、既婚男女とも１位は「健康でいて欲しいから」、2 位は「長生きして欲

しいから」、３位は「早期に発見すれば治るかもしれないから」。女性の方が男性より配偶者に検診を受けてもらいたいと考える

傾向が強く、「経済的な支えがなくなる不安があるから」を挙げる女性の割合は男性を大きく上回りました【図 8】。 

 

 

■アミノインデックス®がんリスクスクリーニング（AICS®）について 

 健康な人の血液中のアミノ酸濃度は、それぞれ一定に保たれるようにコントロールされていますが、さまざまな病気になるとその

バランスが変化することが分かっています。AICS®は血液中のアミノ酸濃度を測定し、健康な人とがんである人のアミノ酸濃度

のバランスの違いを統計的に解析することで、現在がんに罹患しているリスクを評価する検査です。2015 年には新たに膵臓が

んの追加もされ、男性は胃、肺、大腸、前立腺、膵臓の５種類、女性は胃、肺、大腸、乳腺、子宮・卵巣、膵臓の６種類、

合計７種類のがんに対するリスクを評価します(子宮がんと卵巣がんのリスクを区別することはできません)。また各早期のがん

の検出にも対応しています。 

 AICS®は、一度の採血で複数のがんのリスクスクリーニングが可能な検査として多くの健診機関に導入され、早期のがんの

発見症例も報告されています。 

 

 

 

配偶者に「がん検診」を受けてもらいたい理由は何ですか。 

【本件に関するお問い合わせ】 

「アミノインデックス®がんリスクスクリーニング（「AICS®」）」広報事務局  

（フライシュマン・ヒラード・ジャパン内） 

担当：更岡（さらおか）、蜷川（にながわ） 

Tel：03-6204-4366/4359  Fax:03-6204-4302 

E-mail: aminoindex-pr@fleishman.com 

(n=4,981) 

【図 8】 既婚者が配偶者・パートナーに「がん検診」を受けてもらいたい理由～男女別の割合 

mailto:aminoindex-pr@fleishman.com

